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要
旨

定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
旅
部
は
、
周
到
に
季
節
が
配
分
さ
れ
、

和
歌
と
和
歌
が
連
鎖
し
て
配
列
さ
れ
、
恋
部
か
ら
旅
部
へ
、
旅
部
か
ら

雑
部
へ
と
、
前
後
の
部
立
に
も
関
連
付
け
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

秋
に
始
ま
り
、
冬
を
経
て
春
に
終
る
構
成
に
は
歌
数
も
配
慮
さ
れ
、

秋
の
旅
と
冬
の
旅
の
配
分
は
同
数
（
11
首
）、
春
の
旅
2
首
。
末
尾
2

首
に
い
た
る
ま
で
は
題
詠
と
屏
風
歌
で
構
成
さ
れ
る
。
東
国
を
舞
台
に

し
て
詠
歌
内
容
が
一
転
す
る
実
詠
の
春
の
旅
の
配
置
は
実
に
効
果
的
な

末
尾
で
あ
る
。

京
の
歌
壇
か
ら
遠
く
に
在
っ
て
、
独
学
で
和
歌
を
学
ん
だ
実
朝
は
、

羈
旅
歌
が
部
立
と
し
て
定
着
し
た
『
千
載
集
』、
続
く
『
新
古
今
集
』

の
時
代
の
息
吹
を
受
け
て
育
っ
た
。
し
か
し
、
東
国
に
在
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
。
ま
た
一
方
、
東
国
に
在
れ
ば
こ
そ
の
新
し
さ
を
生
む
可

能
性
も
あ
る
。
そ
れ
は
旅
部
に
も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

１
、
は
じ
め
に

陸
奥
に
ま
か
り
け
る
時
、
勿
来
の
関
に
て
、
花
の
散
り
け
れ

ば
詠
め
る 

源
義
家
朝
臣

103
吹
く
風
を
な
こ
そ
の
せ
き
と
思
へ
ど
も
道
も
せ
に
散
る
山
桜
か
な①

『
千
載
集
』
に
載
る
実
朝
の
曾
曾
祖
父
・
源
義
家
の
歌
で
あ
る
。
春

歌
下
に
収
め
ら
れ
る
が
、
陸
奥
に
赴
き
、
歌
枕
・
勿
来
の
関
に
到
っ
た

時
の
、
実
詠
の
羈
旅
歌
で
あ
る
。
吹
く
風
を
「
な
来
そ
（
来
る
な
）」

と
止
め
る
関
だ
と
思
う
の
に
、
風
は
吹
き
、
道
も
狭
し
と
山
桜
が
散
り

敷
い
て
い
る
こ
と
よ
、
の
意
の
叙
景
歌
で
あ
る
。

義
家
の
勅
撰
集
入
集
歌
は
こ
の
一
首
の
み
。
曽
祖
父
・
為
義
、
祖

父
・
義
朝
の
歌
は
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。

父
・
頼
朝
の
歌
は
勅
撰
集
に
10
首
入
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
慈
円
の

家
集
『
拾
玉
集
』
に
は
慈
円
と
の
贈
答
歌
群
77
首
が
見
え
、
36
首
は
頼

朝
詠
で
あ
る
。
勅
撰
集
入
集
歌
10
首
の
う
ち
、
7
首
が
慈
円
と
の
贈
答

定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
の
旅
歌
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歌
に
重
な
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
『
拾
玉
集
』
に
な
い
勅
撰
集
入
集
歌

3
首
は
い
ず
れ
も
羈
旅
の
部
に
収
め
ら
れ
る
。

〇
新
古
今
集　

羈
旅
歌

題
知
ら
ず 

前
右
大
将
頼
朝

975 
道
す
が
ら
富
士
の
煙
も
わ
か
ざ
り
き
晴
る
る
間
も
な
き
空
の
景

色
に

旅
の
途
上
、
通
り
過
ぎ
る
富
士
の
煙
と
区
別
の
つ
か
な
い
、
雲
に
覆

わ
れ
た
空
模
様
を
詠
む
叙
景
歌
。

〇
続
古
今
集　

羈
旅
歌

都
に
上
る
と
て
二
村
山
を
越
え
け
る
に
詠
め
る

 

前
右
大
将
頼
朝

872
よ
そ
に
見
し
小
笹
が
上
の
白
露
を
袂
に
か
く
る
二
村
の
山

遠
い
も
の
と
見
て
い
た
小
笹
原
を
今
現
実
に
か
き
分
け
、
葉
に
置
く

白
露
を
袂
に
か
け
て
超
え
る
二
村
山
を
詠
む
。「
二
村
山
」
は
尾
張
国

の
歌
枕
。
因
み
に
同
歌
は
『
六
華
和
歌
集
』
羈
旅
1548
に
は
鎌
倉
右
大
臣

詠
と
し
て
載
る
が
、
実
詠
な
ら
ば
、
実
朝
詠
の
可
能
性
は
低
い
。

〇
続
後
拾
遺
集　

羈
旅
歌

都
よ
り
東
へ
帰
り
下
り
て
後
、
前
大
僧
正
慈
鎮
の
も
と
へ
詠

み
て
遣
は
し
け
る
歌
の
中
に 

前
右
大
将
頼
朝

575
か
へ
る
波
君
に
と
の
み
ぞ
こ
と
づ
て
し
浜
名
の
橋
の
夕
暮
の
空

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
上
洛
の
際
、
頼
朝
は
慈
円
と
歌
を
親
し
く
交

わ
し
て
い
る
。『
拾
玉
集
』
に
あ
る
二
人
の
贈
答
に
は
、
政
治
的
背
景

の
故
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
難
解
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る

と
、
こ
の
歌
は
平
易
と
言
え
よ
う
。「
都
へ
帰
る
波
に
あ
な
た
に
だ
け

言
づ
け
ま
し
た
、
浜
名
の
橋
か
ら
西
に
日
が
沈
む
夕
暮
の
空
に
向
い
て
」

と
い
う
趣
旨
の
詠
を
、
東
国
に
帰
っ
て
か
ら
贈
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

都
で
交
流
の
あ
っ
た
人
へ
の
挨
拶
と
い
う
趣
で
あ
る
。

以
上
の
頼
朝
詠
3
首
は
、「
富
士
」「
二
村
山
」「
浜
名
の
橋
」
と
い

う
歌
枕
を
織
り
込
み
、
義
家
詠
同
様
、
歌
意
を
と
り
や
す
い
羈
旅
歌
で

あ
る
。

頼
朝
の
行
動
半
径
は
、
そ
の
息
・
実
朝
に
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
広

い
。
平
治
の
乱
で
伊
豆
に
配
流
さ
れ
、
機
を
窺
っ
て
挙
兵
、
石
橋
山
の

合
戦
で
は
敗
れ
る
も
、
苦
難
を
乗
り
越
え
、
鎌
倉
殿
と
し
て
東
国
を
統

治
し
た
。
鎌
倉
を
拠
点
と
し
て
後
、
二
度
上
洛
し
て
い
る
。
実
詠
の
羈

旅
歌
が
詠
ま
れ
る
の
に
不
思
議
は
な
い
。

一
方
、
三
代
将
軍
実
朝
は
、
終
生
東
国
に
在
っ
た
。
旅
は
、
そ
の
よ

う
な
人
間
に
と
っ
て
は
実
に
縁
の
な
い
世
界
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
だ
が
、
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
に
は
「
旅
」
の
部
立
が
あ
り
、

24
首
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
特
質
を
考
え
て
み

た
い
。

（223）



3

定家所伝本『金槐和歌集』の旅歌

２
、
旅
の
表
現

Ⅰ
旅
歌
の
伝
統―

―

二
十
一
代
集
の
概
観

旅
は
和
歌
に
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
き
た
か
。
ま
ず
、
二
十
一
代
集

の
旅
の
歌
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
部
立
と
歌
数
を
表
に
示
す
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

別　

 

国
歌
大
観
番
号

歌
数

旅　

 

国
歌
大
観
番
号
歌
数

1　

古
今

離
別
歌　

365
〜
405

41

覊
旅
歌
406
〜
421

16

2　

後
撰

離
別
覊
旅
1304
〜
1349

46

覊
旅
歌
1350
〜
1367

18

3　

拾
遺

別　
　
　

301
〜
353

53
―

　
　
　

拾
遺
抄

別　
　
　

194
〜
227

34
―

4　

後
拾
遺

別　
　
　

461
〜
499

39

覊
旅　

500
〜
535

36

5　

金
葉

別
部　
　

334
〜
349

16

―

　
　
　

三
奏
本

別
離　
　

337
〜
361

25

―

6　

詞
花

別　
　
　

172
〜
186

15

―

7　

千
載

離
別
歌　

476
〜
497

22

覊
旅
歌
498
〜
544

47

8　

新
古
今

離
別
歌　

857
〜
895

39

覊
旅
歌
896
〜
989

94

9　

新
勅
撰

―

覊
旅
歌
494
〜
539

46

10　

続
後
撰

―

覊
旅
歌
1275
〜
1329

55

11　

続
古
今

離
別
歌　

819
〜
856

38

覊
旅
歌
857
〜
943

87

12　

続
拾
遺

―

覊
旅
歌
662
〜
724

63

13　

新
後
撰

離
別
歌　

532
〜
552

21

覊
旅
歌
553
〜
607

55

14　

玉
葉

―

旅
歌　

1104
〜
1246

143  

15　

続
千
載

―

覊
旅
歌
757
〜
858

102

16　

続
後
拾

離
別　
　

528
〜
556

29

覊
旅
歌
557
〜
600

44

17　

風
雅

―

旅
歌　

899
〜
959

61

18　

新
千
載

離
別
歌　

735
〜
761

27

覊
旅
歌
762
〜
819

58

19　

新
拾
遺

離
別
歌　

736
〜
757

22

覊
旅
歌
758
〜
843

86

20　

新
後
拾
遺

離
別
歌　

844
〜
865

22

覊
旅
歌
866
〜
926

61

21　

新
続
古
今

離
別
歌　

881
〜
913

33

覊
旅
歌
914
〜
1005

92

「
離
別
」「
別
」
は
、
旅
の
別
れ
と
し
て
、
覉
旅
歌
の
直
前
に
あ
り
、『
古

今
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
ま
で
の
八
代
集
に
は
必
ず
収
め
ら
れ
る
部

立
で
あ
る
。『
拾
遺
集
』『
金
葉
集
』『
詞
花
集
』
に
は
、「
別
」
の
部
立

は
あ
る
が
、
覉
旅
歌
の
部
立
が
な
い
。
両
方
の
部
立
が
あ
っ
て
も
『
古

今
集
』『
後
撰
集
』『
後
拾
遺
集
』
は
、「
離
別
」「
別
」
の
歌
数
が
「
羈
旅
」

よ
り
も
多
い
。
こ
れ
が
『
千
載
集
』
以
降
、
逆
転
す
る
。

そ
し
て
、『
新
勅
撰
集
』『
続
後
撰
集
』『
続
拾
遺
集
』『
玉
葉
集
』『
続

千
載
集
』『
風
雅
集
』
に
は
、「
離
別
」「
別
」
の
部
立
が
な
い
。（
こ
の

う
ち
『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
の
部
立
は
「
羈
旅
歌
」
で
は
な
く
「
旅
歌
」

で
あ
る
。）
留
意
す
べ
き
は
『
千
載
集
』
以
降
、
羈
旅
歌
（
旅
歌
）
が

勅
撰
集
に
欠
か
せ
ぬ
部
立
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
で
あ
る
。

勅
撰
集
の
覉
旅
歌
・
旅
歌
の
詠
歌
傾
向
に
つ
い
て
は
、
安
田
徳
子
に

先
行
研
究
が
あ
る②

。
安
田
は
覉
旅
歌
に
お
い
て
『
拾
遺
集
』
か
ら
見
出

す
こ
と
の
出
来
る
題
詠
が
、『
千
載
集
』
以
降
、
主
流
を
な
し
、「
自
己

の
体
験
の
代
わ
り
に
し
ば
し
ば
古
物
語
や
故
事
あ
る
い
は
古
歌
の
世
界

を
利
用
し
た③

」
こ
と
、「
実
詠
の
減
少
と
と
も
に
、
覉
旅
歌
は
全
く
形

骸
化
し
て
し
ま
っ
た④

」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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鎌
倉
期
に
は
前
時
代
に
増
し
て
散
文
の
旅
の
表
現
・
紀
行
が
多
く
書

か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
到
来
を
見
通
す
よ

う
な
平
安
末
期
の
勅
撰
集
『
千
載
集
』
で
あ
る
。
旅
の
歌
の
変
遷
史
上
、

『
千
載
集
』
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。『
千
載
集
』
が
成
立

し
た
数
年
後
に
実
朝
は
誕
生
し
て
い
る
。

Ⅱ
旅
の
表
現
類
型―

―

歌
枕
と
都
回
帰

散
文
も
視
野
に
入
れ
て
、
平
安
鎌
倉
期
の
旅
の
表
現
の
特
質
を
み
て

お
き
た
い
。

旅
の
表
現
は
伝
統
的
に
虚
構
と
切
り
離
せ
な
い
。
そ
れ
は
、
表
現
類

型
の
踏
襲
に
関
わ
っ
て
く
る⑤

。

平
安
鎌
倉
期
の
紀
行
の
特
色
は
、
旅
の
記
で
は
あ
っ
て
も
記
録
そ
の

も
の
で
は
な
い
点
に
あ
る
。
西
欧
や
古
代
中
国
の
紀
行
は
、
旅
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
な
り
得
る
ほ
ど
正
確
に
、
土
地
の
特
徴
や
、
宿
賃
、
船
賃

な
ど
が
書
か
れ
、
実
用
的
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
安
鎌
倉
期
の

紀
行
は
、
現
実
の
旅
ガ
イ
ド
に
は
な
り
得
な
い
。
ま
た
、
険
し
く
厳
し

い
自
然
と
闘
い
、
開
拓
し
て
い
く
探
検
記
・
冒
険
記
に
も
な
り
得
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
代
の
旅
の
行
程
に
は
枠
組
が
あ
り
、
紀
行
は
、
必

ず
和
歌
が
詠
み
込
ま
れ
る
旅
の
情
趣
の
表
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
類

型
に
歌
枕
訪
問
と
都
回
帰
の
姿
勢
が
あ
る
。

歌
枕
は
起
伏
が
穏
や
か
に
富
む
風
光
明
媚
な
地
形
と
、
比
較
的
温
暖

な
気
候
な
ら
で
こ
そ
育
ま
れ
た
文
化
で
あ
ろ
う
。
ど
こ
ま
で
も
同
じ
風

景
の
続
く
険
阻
な
岩
山
や
広
大
な
草
原
や
砂
漠
、
さ
ら
に
一
年
中
炎
暑

で
あ
っ
た
り
、
氷
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
過
酷
な
気
候
で
は
、

ま
ず
そ
の
よ
う
な
発
想
は
生
ま
れ
な
い
。
あ
る
土
地
あ
る
場
所
の
特

徴
、
独
特
の
味
わ
い
に
関
わ
る
共
通
概
念
・
共
通
理
解
が
歌
枕
で
あ
る
。

従
っ
て
、
実
際
に
旅
を
し
て
訪
れ
な
く
と
も
、
歌
枕
さ
え
踏
ま
え
れ
ば

旅
の
歌
は
詠
め
る
。
題
詠
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
旅
の
世
界
と
そ

の
情
趣
、
旅
人
の
心
情
は
造
型
さ
れ
得
る
。
こ
の
意
味
で
虚
構
で
あ
る
。

都
回
帰
も
平
安
鎌
倉
期
の
旅
の
表
現
に
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

旅
の
出
発
点
と
帰
着
点
は
都
で
あ
っ
た
。
都
は
政
治
・
文
化
す
べ
て
の

中
心
で
あ
り
、
規
範
で
あ
っ
た
。
絶
対
的
価
値
観
の
基
準
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
旅
先
の
珍
し
さ
、
面
白
さ
に
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
都
中
心
の
価
値
観
は
揺
る
が
な
い
。
都
を
離
れ
る
こ
と

は
辛
い
。
都
か
ら
遠
く
旅
の
空
に
あ
る
間
は
侘
し
い
。
旅
愁
が
詩
的
に

表
現
さ
れ
る
の
は
、
旅
の
歌
も
紀
行
も
同
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
和
歌
表
現
に
都
へ
の
郷
愁
の
例
を
見
て
お
こ
う
。
実
朝
の
時

代
に
近
い
勅
撰
集
、『
千
載
集
』『
新
古
今
集
』
各
々
の
羈
旅
歌
に
、「
都
」

の
語
例
を
み
よ
う
。
題
詠
を
太
字
で
示
す
。

〇
千
載
集　

羈
旅
歌
（
47
首
中
7
首
）

（
百
首
歌
召
し
け
る
時
、
旅
歌
と
て
詠
ま
せ
給
う
け
る
）

512 
さ
ら
し
な
や
姨
捨
山
に
月
見
る
と
都
に
誰
か
我
を
知
る
ら
ん

　
（
藤
原
季
通
）

513 
道
す
が
ら
心
も
そ
ら
に
眺
め
や
る
都
の
山
の
雲
が
く
れ
ぬ
る

（221）
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（
待
賢
門
院
堀
河
）

世
を
背
き
て
後
、
修
行
し
侍
り
け
る
に
、
海
路
に
月
を
見
て

詠
め
る

516 
わ
た
の
原
は
る
か
に
波
を
へ
だ
て
き
て
都
に
出
で
し
月
を
見
る

か
な 

（
円
位
法
師
）

東
の
方
に
ま
か
り
け
る
時
、
行
く
先
は
る
か
に
お
ぼ
え
侍
り

け
れ
ば
詠
め
る

519 
日
を
経
つ
つ
行
く
に
は
る
け
き
道
な
れ
ど
末
を
都
と
思
は
ば
し

か
ば 

（
藤
原
修
範
）

尾
張
国
に
知
る
よ
し
あ
り
て
し
ば
し
ば
侍
り
け
る
頃
、
人
の

も
と
よ
り
、
都
の
事
は
忘
れ
ぬ
る
か
と
言
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
、

遣
は
し
け
る

521 
月
見
れ
ば
ま
づ
都
こ
そ
恋
し
け
れ
待
つ
ら
ん
と
思
ふ
人
は
な
け

れ
ど 
（
道
因
法
師
）

（
旅
の
歌
と
て
詠
み
侍
り
け
る
）

534 

草
枕
仮
寝
の
夢
に
い
く
た
び
か
馴
れ
し
都
に
行
き
か
へ
る
ら
ん

（
藤
原
隆
房
）

心
の
ほ
か
な
る
こ
と
あ
り
て
、
知
ら
ぬ
国
に
侍
り
け
る
時
詠

め
る

541 
か
く
ば
か
り
憂
き
身
の
ほ
ど
も
忘
ら
れ
て
猶
恋
し
き
は
都
な
り

け
り 

（
平
康
頼
）

〇
新
古
今
集　

羈
旅
歌
（
90
首
中
9
例
）

関
戸
の
院
と
い
ふ
所
に
て
、
羈
中
見
月
と
い
ふ
事
を

931 
草
枕
ほ
ど
ぞ
経
に
け
る
都
出
で
て
幾
夜
か
旅
の
月
に
寝
ぬ
ら
む

（
大
江
嘉
言
）

旅
の
歌
と
て
詠
め
る

936 
も
ろ
と
も
に
出
で
し
空
こ
そ
忘
ら
れ
ね
都
の
山
の
有
明
け
の
月

（
藤
原
良
経
）

題
し
ら
ず

937 
都
に
て
月
に
あ
は
れ
を
思
ひ
し
は
数
に
も
あ
ら
ぬ
す
さ
び
な
り

け
り 

（
西
行
法
師
）

旅
歌
と
て
詠
み
侍
り
け
る

942 
東
路
の
夜
半
の
眺
め
を
語
ら
な
ん
都
の
山
に
か
か
る
月
影

　
（
慈
円
）

（
和
歌
所
歌
合
に
、
羈
中
暮
と
い
ふ
こ
と
を
）

959 
都
を
ば
天
津
空
と
も
聞
か
ざ
り
き
何
眺
む
ら
ん
雲
の
は
た
て
を

（
宜
秋
門
院
丹
後
）

歌
合
し
は
べ
り
け
る
時
、
旅
の
心
を
詠
め
る

971 
日
を
経
つ
つ
都
し
の
ぶ
の
浦
さ
び
て
波
よ
り
ほ
か
の
訪
れ
も
な
し

（
藤
原
兼
実
）

（
述
懐
百
首
歌
詠
み
侍
り
け
る
旅
の
歌
）

977 
お
ぼ
つ
か
な
都
に
住
ま
ぬ
都
鳥
言
問
ふ
人
に
い
か
が
答
へ
し

（
宜
秋
門
院
丹
後
）

詩
を
歌
に
合
は
せ
侍
り
し
に
、
山
路
秋
行
と
い
へ
る
こ
と
を
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今　関　敏　子

6

982
都
に
も
今
や
衣
を
う
つ
の
山
夕
霜
払
ふ
蔦
の
下
道
（
藤
原
定
家
）

熊
野
に
参
り
侍
り
し
に
、
旅
の
心
を

989 
見
る
ま
ま
に
山
風
荒
く
し
ぐ
る
め
り
都
も
今
は
夜
寒
な
る
ら
ん

（
後
鳥
羽
院
）

「
都
」
の
語
例
を
拾
っ
た
だ
け
で
も
『
新
古
今
集
』
の
題
詠
が
『
千

載
集
』
に
比
べ
、
増
え
て
い
る
の
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

題
詠
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、
必
ず
し
も
旅
の
歌
の
形
骸
化⑥

と
ば
か
り

は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
自
身
は
動
か
ず
に
想
像
し
空

想
す
る
ば
か
り
で
は
空
疎
な
観
念
の
遊
戯
に
陥
る
危
険
性
は
あ
る
。
し

か
し
、
一
方
、
歌
枕
と
い
う
都
で
醸
成
さ
れ
た
共
通
概
念
・
共
通
理
解

を
基
軸
に
そ
れ
を
変
容
さ
せ
て
い
く
の
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ぬ

創
造
の
豊
か
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
作
品
相
互
が
連
関

し
、
影
響
し
合
っ
て
心
象
世
界
を
広
げ
て
い
く
旅
の
表
象
は
、
日
本
文

化
の
伝
統
の
特
質
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
傾
向
は
文
学
の
み
な
ら

ず
、
絵
画
に
も
共
通
す
る⑦

要
素
と
は
言
え
ま
い
か
。
少
々
横
道
に
逸
れ

た
。
旅
歌
の
都
回
帰
に
戻
ろ
う
。

紀
行
同
様
、
覊
旅
歌
に
も
心
躍
る
旅
の
気
分
が
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な

い
。
都
に
待
つ
人
が
い
て
も
い
な
く
て
も
、
心
細
さ
、
孤
独
、
物
寂
し

さ
の
表
出
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
都
か
ら
離
れ
た

時
間
と
距
離
を
測
っ
て
嘆
く
と
い
う
類
型
が
あ
る
。
二
十
一
代
の
『
新

続
古
今
集
』
に
な
る
と
、
旅
は
辛
い
も
の
と
い
う
捉
え
方
が
や
や
稀
薄

に
な
る
の
だ
が
、
旅
の
情
趣
は
、
都
回
帰
を
基
調
と
し
た
寂
寥
と
望
郷

を
中
心
に
詠
ま
れ
て
き
た
。
和
歌
表
現
に
お
け
る
都
回
帰
は
歌
枕
訪
問

に
並
ん
で
、
ま
さ
し
く
散
文
の
紀
行
の
類
型
に
重
な
る
。
こ
れ
ら
は
、

共
感
性
・
共
有
性
を
も
っ
て
都
で
醸
成
さ
れ
る
旅
の
表
出
の
伝
統
で

あ
る
。

し
か
し
、
実
朝
は
都
に
い
た
の
で
は
な
い
。
伊
豆
・
箱
根
に
赴
く
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
終
生
東
国
を
出
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

歌
人
の
旅
歌
に
は
い
か
な
る
特
徴
が
見
出
せ
よ
う
か
。　

３
、『
金
槐
和
歌
集
』
旅
部
の
構
成

Ⅰ
和
歌
の
連
鎖

旅
歌
に
限
ら
ず
、
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
の
特
色
は
、
そ
の

配
列
に
あ
る⑧

。
実
朝
自
撰
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
配
列
意
図
は
、

時
間
の
整
合
性
（
こ
れ
は
四
季
の
歌
に
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
）、
背

景
の
移
り
変
わ
り
と
配
分
、
語
句
の
連
鎖
に
明
瞭
で
あ
る
。
和
歌
は
一

首
で
も
充
分
鑑
賞
さ
れ
得
る
が
、
配
列
に
よ
っ
て
家
集
全
体
の
調
和
が

生
ま
れ
、
一
首
一
首
の
和
歌
に
は
さ
ら
に
命
が
吹
き
込
ま
れ
る
。

旅
部
全
歌
を
挙
げ
、
前
後
を
見
渡
し
て
、
同
語
・
同
語
句
に　
　

を
、

類
似
表
現
、
対
比
表
現
に
傍
線
を
付
す
。（　

）
内
に
貞
享
本
の
国
歌

大
観
番
号
を
挙
げ
、
配
列
の
相
違
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る⑨

。
512 
玉
鉾
の
道
は
遠
く
も
あ
ら
な
く
に　

旅
と
し
思
へ
ば
侘
し
か
り

（219）
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け
り
（
564
）

513 
草
枕
旅
に
し
あ
れ
ば
刈
菰
の　

思
（
ひ
）
乱
れ
て
い
こ
そ
寝
ら

れ
ね
（
566
）

514 
旅
衣
袂
片
敷
き
今
宵
も
や　

草
の
枕
に
我
が
ひ
と
り
寝
む
（
567
）

覉
中
夕
露

515 
露
し
げ
み
な
ら
は
ぬ
野
辺
の
狩
衣　

頃
し
も
悲
し
秋
の
夕
暮

（
573
）

516 
野
辺
分
け
ぬ
袖
だ
に
露
は
置
く
も
の
を　

た
だ
こ
の
頃
の
秋
の

夕
暮
（
574
）

517 
旅
衣
う
ら
悲
し
か
る
夕
暮
の　

裾
野
の
露
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
575
）

覉
中
鹿

518 
旅
衣
裾
野
の
露
に
う
ら
ぶ
れ
て　

ひ
も
ゆ
ふ
風
に
鹿
ぞ
鳴
く
な

る
（
576
）

519 
秋
も
は
や
末
の
原
野
に
鳴
く
鹿
の　

声
聞
く
時
ぞ
旅
は
悲
し
き

（
577
）

520 
ひ
と
り
臥
す
草
の
枕
の
夜
の
露
は　

友
な
き
鹿
の
涙
な
り
け
り

（
578
）旅

宿
月

521 
ひ
と
り
臥
す
草
の
枕
の
露
の
上
に　

知
ら
ぬ
野
原
の
月
を
見
る

か
な
（
579
）

522 
岩
根
の
苔
の
枕
に
露
置
き
て　

幾
夜
深
山
の
月
に
寝
ぬ
ら
む

（
580
）

旅
宿
霜

523 
袖
枕
霜
置
く
床
の
苔
の
上
に　

明
か
す
ば
か
り
の
小
夜
の
中
山

（
582
）

524
し
な
が
ど
り
猪
名
野
の
原
の
笹
枕　

枕
の
霜
や
宿
る
月
影
（
583
）

旅
歌

525
旅
寝
す
る
伊
勢
の
浜
荻
露
な
が
ら　

結
ぶ
枕
に
宿
る
月
影
（
568
）

旅
宿
時
雨

526 
旅
の
空
な
れ
ぬ
埴
生
の
夜
の
戸
に　

侘
し
き
ま
で
に
漏
る
時
雨

か
な
（
581
）

屏
風
の
絵
に
山
家
に
松
描
け
る
所
に
旅
人
数
多
あ
る
を
よ

め
る

527 
ま
れ
に
来
て
聞
く
だ
に
悲
し
山
賎
の　

苔
の
庵
の
庭
の
松
風

（
589
）

528 
ま
れ
に
来
て
ま
れ
に
宿
借
る
人
も
あ
ら
じ　

あ
は
れ
と
思
へ
庭

の
松
風
（
590
）

雪
降
れ
る
山
の
中
に
旅
人
（
臥
）
し
た
る
所

529 
片
敷
き
の
衣
手
い
た
く
冴
え
侘
び
ぬ　

雪
深
き
夜
の
峰
の
松
風

（
587
）

530
暁
の
夢
の
枕
に
雪
積
も
り　

我
が
寝
覚
め
訪
ふ
峰
の
松
風
（
588
）

覉
中
雪

531 
旅
衣
夜
半
の
片
敷
き
冴
え
冴
え
て　

野
中
の
庵
に
雪
降
り
に
け

り
（
584
）
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532 
逢
坂
の
関
の
山
道
越
え
わ
び
ぬ　

昨
日
も
今
日
も
雪
し
積
も
れ

ば
（
585
）

533 
雪
降
り
て
跡
は
は
か
な
く
絶
え
ぬ
と
も　

越
の
山
道
や
ま
ず
通

は
む
（
586
）

二
所
へ
詣
で
た
り
し
下
向
に
春
雨
い
た
く
降
れ
り
し
か
ば
よ

め
る

534 
春
雨
は
い
た
く
な
降
り
そ
旅
人
の　

道
行
衣
濡
れ
も
こ
そ
す
れ

（
595
）

535 
春
雨
に
う
ち
そ
ぼ
ち
つ
つ
あ
し
ひ
き
の　

山
路
行
く
ら
む
山
人

や
誰
（
594
）

同
語
・
同
語
句
の
く
り
返
し
、
類
似
表
現
・
対
比
表
現
へ
の
変
化
で

和
歌
と
和
歌
が
滑
ら
か
に
連
鎖
し
て
い
く
配
列
で
あ
る
。

Ⅱ
配
列
構
成

背
景
の
季
節
は
、
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
旅
部
の
特
質
に
大

き
く
関
連
す
る
。

勅
撰
集
を
は
じ
め
と
し
た
羈
旅
歌
の
季
節
に
夏
は
少
な
い
が
、
定
家

所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
旅
部
に
も
夏
は
皆
無
で
あ
る
。
詞
書
の
な
い

冒
頭
512
〜
514
は
季
節
が
特
定
し
難
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
秋
と
捉
え

ら
れ
る
。
515
〜
522
の
8
首
を
加
え
る
と
秋
11
首
、
冬
11
首
（
523
〜
533
）、

春
2
首
（
534 

535
）。
伝
統
的
な
旅
愁
の
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
の
配

分
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
季
節
の
順
序
は
、
春
秋
冬
で
は
な
く
秋
冬

春
で
あ
る
。

季
節
ご
と
に
旅
部
の
配
列
の
流
れ
を
辿
っ
て
お
き
た
い
。

ⅰ
秋ま

ず
、
詞
書
の
な
い
初
め
の
3
首
を
み
よ
う
。

512 
玉た
ま

鉾ぼ
こ

の
道み
ち

は
遠と
を

く
も
あ
ら
な
く
に
旅た
び

と
し
思お
も

へ
ば
侘わ
び

し
か
り

け
り

513 
草く
さ
ま
く
ら枕
旅た
び

に
し
あ
れ
ば
刈か
り
こ
も菰
の　

思
（
ひ
）
乱み
だ

れ
て
い
こ
そ
寝ね

ら
れ
ね

514 
旅た
び

衣ご
ろ
も

袂た
も
と

片か
た

敷し

き
今こ
よ
ひ宵
も
や　

草く
さ

の
枕ま
く
らに
我わ

が
ひ
と
り
寝ね

む

旅
の
始
ま
り
で
あ
る
。
512
番
歌
は
、
い
よ
い
よ
出
発
の
趣
で
あ
る
。

当
時
は
他
所
で
寝
床
を
取
る
こ
と
は
旅
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
行
く
道

が
遠
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
旅
だ
と
思
う
と
心
細
い
こ
と
だ―

寂

寥
感
が
表
出
さ
れ
る
。「
玉
鉾
の
道
は
は
る
か
に
あ
ら
ね
ど
も
う
た
て

雲
居
に
惑
ふ
頃
か
な
」（
新
古
今
・
恋
四
1248
・
朱
雀
院
）
に
上
の
句
が

類
似
す
る
詠
で
あ
る
。
歌
の
構
造
は
「
里
離
れ
遠
か
ら
な
く
に
草
枕
旅

と
し
思
へ
ば
な
ほ
恋
ひ
に
け
り
」（
万
葉
・
巻
十
二
3148
・
作
者
未
詳
）

に
通
じ
る
。

513
番
歌
は
有
馬
皇
子
の
悲
痛
な
詠
「
家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
草

枕
旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
盛
る
」（
万
葉
・
巻
二
142
）
が
ま
ず
は
想

起
さ
れ
る
が
、「
野
辺
ご
と
に
秋
ま
つ
虫
の
鳴
く
時
は
草
の
枕
に
い
こ

そ
寝
ら
れ
ね
」（
千
頴
集
25
）
に
通
じ
る
旅
寝
の
辛
さ
を
詠
む
。
ま
た
、

「
刈
菰
の
思
ひ
乱
れ
て
我
恋
ふ
と
妹
知
る
ら
め
や
人
し
告
げ
ず
は
」（
古
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今
・
恋
歌
一
485
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
に
重
な
る
恋
の
心
情
を
見
逃
せ

な
い
。

514
番
歌
は
、『
玉
葉
集
』
旅
歌
1192
に
「
題
し
ら
ず
」
で
載
る
。「
さ
筵

に
衣
片
敷
き
今
宵
も
や
我
を
待
つ
ら
む
宇
治
の
橋
姫
」（
古
今
・
恋
歌

四
689
／
近
代
秀
歌
87
・
よ
み
人
し
ら
ず
）「
あ
し
ひ
き
の
山
下
風
の
寒

け
き
に
今
宵
も
ま
た
や
我
が
ひ
と
り
寝
む
」（
拾
遺
・
恋
三
777
）
を
想

起
さ
せ
、
513
同
様
、
恋
心
を
匂
わ
せ
る
。

以
上
、
旅
の
冒
頭
3
首
の
季
節
を
示
す
景
物
は
な
い
も
の
の
、
恋
の

情
趣
に
重
な
る
愁
思
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

覉
中
夕
露

515 
露つ
ゆ

し
げ
み
な
ら
は
ぬ
野の

べ辺
の
狩か
り

衣ご
ろ
も

　

頃こ
ろ

し
も
悲か
な

し
秋
の
夕ゆ
ふ
ぐ
れ暮

516 
野の

べ辺
分わ

け
ぬ
袖そ
で

だ
に
露つ
ゆ

は
置を

く
も
の
を　

た
だゞ
こ
の
頃ご
ろ

の
秋
の

夕ゆ
ふ
ぐ
れ暮

517 
旅た
び

衣
う
ら
悲が
な

し
か
る
夕ゆ
ふ
ぐ
れ暮
の　

裾す
そ
の野
のゝ
露つ
ゆ

に
秋
風か
ぜ

ぞ
吹ふ

く

515
番
歌
は
、「
露
し
げ
み
野
辺
を
分
け
つ
つ
唐
衣
濡
れ
て
ぞ
返
る
花

の
雫
に
」（
新
古
今
・
秋
歌
下
446
・
藤
原
頼
宗
）「
草
枕
結
び
さ
だ
め
む

方
知
ら
ず
な
ら
は
ぬ
野
辺
の
夢
の
通
ひ
路
」（
新
古
今
・
恋
歌
四
1315
・

藤
原
雅
経
）
の
先
行
歌
に
同
語
句
・
類
似
語
句
を
み
る
が
、
歌
意
は
実

朝
独
自
。

516
番
歌
は
上
の
句
の
歌
意
を
「
秋
の
野
の
草
も
分
け
ぬ
を
我
が
袖
の

も
の
思
ふ
な
へ
に
露
け
か
る
ら
む
」（
後
撰
・
秋
中
316
・
紀
貫
之
）
に

学
ん
で
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。「
た
だ
こ
の
頃
の
秋
の
夕
暮
」
の
用
例

は
、「
し
を
り
し
て
つ
ら
き
山
と
は
知
ら
ざ
り
き
た
だ
こ
の
頃
の
秋
の

夕
暮
」（
夫
木
・
秋
部
四
5513
・
如
願
法
師
）
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。

517
番
歌
の
「
う
ら
悲
し
か
る
」
の
用
例
に
は
、「
浅
茅
原
玉
ま
く
葛

の
う
ら
風
の
う
ら
悲
し
か
る
秋
は
来
に
け
り
」（
後
拾
遺
・
秋
歌
上

236
・
恵
慶
法
師
）
が
あ
る
。
実
朝
詠
の
「
う
ら
」「
衣
」「
裾
」
は
縁
語
。

秋
の
夕
暮
時
は
さ
び
し
い
も
の
だ
が
、
旅
に
あ
っ
て
は
な
お
の
こ
と

で
あ
る
。
野
辺
の
露
で
衣
が
濡
れ
る
心
細
さ
。
さ
ら
に
風
ま
で
吹
い
て

心
が
揺
れ
る
。

覉
中
鹿

518 
旅た
び

衣ご
ろ
も

裾す
そ
の野
のゝ
露つ
ゆ

に
う
ら
ぶ
れ
て　

ひ
も
ゆ
ふ
風か
ぜ

に
鹿し
か

ぞ
鳴な

く

な
る

519
秋
も
は
や
末す
ゑ

の
原は
ら
の野
に
鳴な

く
鹿し
か

の　

声こ
ゑ

聞き

く
時
ぞ
旅た
び

は
悲か
な

し
き

520
ひ
と
り
臥ふ

す
草く
さ

の
枕ま
く
らの
夜よ
る

の
露つ
ゆ

は　

友と
も

な
き
鹿し
か

の
涙な
み
だな
り
け
り

「
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
」（
518
）「
鳴
く
鹿
の
声
」（
519
）「
友
亡
き
鹿
の
涙
」

（
520
）
と
、
鹿
を
身
近
に
捉
え
る
表
現
で
あ
る
。

518
番
歌
は
、
前
歌
の
「
旅
衣
」「
裾
野
の
露
」
を
受
け
、「
裾
」「
う
ら
」

「
ひ
も
ゆ
ふ
」
は
縁
語
。「
ひ
も
ゆ
ふ
」
は
「
紐
結
ふ
」
と
「
日
も
夕
」

を
か
け
る
。「
唐
衣
ひ
も
ゆ
ふ
暮
に
な
る
時
は
返
す
返
す
も
人
は
恋
し

き
」（
古
今
・
恋
歌
一
515
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
に
歌
意
は
通
じ
よ
う
が

鹿
を
配
し
て
旅
愁
を
表
現
し
て
い
る
。

519
番
歌
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
秋
部
三
4739
に
「
御
集
、
羈
中
鹿
」
の

詞
書
で
載
る
。「
奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
時
ぞ
秋
は
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悲
し
き
」（
古
今
・
秋
歌
上
215
／
近
代
秀
歌
47
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を

踏
ま
え
た
詠
。
三
句
以
下
を
、「
秋
」
か
ら
「
旅
」
に
変
え
た
だ
け
の

大
胆
さ
に
、
こ
れ
を
本
歌
取
り
と
い
う
べ
き
か
否
か
躊
躇
さ
れ
る
が
、

風
情
は
全
く
異
な
る
詠
と
な
っ
て
い
る
。

520
番
歌
の
構
造
は
「
夜
も
す
が
ら
草
の
枕
に
置
く
露
は
故
郷
恋
ふ
る

涙
な
り
け
り
」（
金
葉
・
恋
部
上
385
・
藤
原
長
実
）
に
重
な
る
。

旅
の
途
上
で
聞
く
鹿
の
声
に
う
ら
悲
し
さ
は
い
っ
そ
う
募
る
。
そ
し

て
、
夜
の
帳
が
降
り
る
。
露
の
置
く
旅
寝
は
、
自
身
も
仲
間
の
い
な
い

鹿
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
涙
を
誘
う
。

旅
宿
月

521 
ひ
と
り
臥ふ

す
草く
さ

の
枕ま
く
ら
の
露つ
ゆ

の
上う
へ

に　

知し

ら
ぬ
野の
は
ら原
の
月
を
見み

る

か
な

522
岩い
は
が
ね根
の
苔こ
け

の
枕ま
く
らに
露つ
ゆ

置を

き
て　

幾い
く
よ夜
深み
や
ま山
の
月
に
寝ね

ぬ
ら
む

や
が
て
月
が
出
る
。
521
番
歌
は
「
今
日
は
ま
た
知
ら
ぬ
野
原
に
行
き

暮
れ
ぬ
い
づ
れ
の
山
か
月
は
出
づ
ら
む
」（
新
古
今
・
羈
旅
歌
956
・
源

家
長
）
詠
か
ら
時
間
が
経
っ
た
風
情
の
歌
意
で
あ
る
。
ま
た
「
あ
し
ひ

き
の
山
路
の
苔
の
露
の
上
に
寝
覚
め
世
深
き
月
を
見
る
か
な
」（
新
古

今
・
秋
歌
上
398
藤
原
秀
能
）
に
、
歌
の
構
造
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ズ
ム
が

類
似
す
る
。
方
角
も
わ
か
ら
ぬ
野
原
で
は
月
の
出
る
方
向
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、
ひ
と
り
臥
し
て
眺
め
る
こ
と
に
な
る
。

野
辺
ば
か
り
で
は
な
い
。
旅
の
空
で
深
山
の
月
の
下
に
も
ど
れ
ほ
ど

寝
た
こ
と
か
。
522
番
歌
は
「
草
枕
ほ
ど
ぞ
経
に
け
る
都
出
で
て
幾
夜
か

旅
の
月
に
寝
ぬ
ら
む
」（
新
古
今
・
羈
旅
歌
931
・
大
江
嘉
言
）
に
学
ん

で
い
よ
う
が
、
都
回
帰
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。

本
論
２
│
Ⅱ
旅
の
表
現
類
型―

歌
枕
と
都
回
帰
で
例
に
挙
げ
た
『
千

載
集
』『
新
古
今
集
』
に
み
る
よ
う
な
都
回
帰
の
姿
勢
は
実
朝
の
旅
歌

に
は
皆
無
で
あ
る
。
月
を
見
て
望
郷
す
る
類
型
（
千
載
集
「
512
さ
ら
し

な
や
姨
捨
山
に
月
見
る
と
都
に
誰
か
我
を
知
る
ら
ん
」「
516
わ
た
の
原

は
る
か
に
波
を
へ
だ
て
き
て
都
に
出
で
し
月
を
見
る
か
な
」「
521
月
見

れ
ば
ま
づ
都
こ
そ
恋
し
け
れ
待
つ
ら
ん
と
思
ふ
人
は
な
け
れ
ど
」
新
古

今
集
「
931
草
枕
ほ
ど
ぞ
経
に
け
る
都
出
で
て
幾
夜
か
旅
の
月
に
寝
ぬ
ら

む
」「
936
も
ろ
と
も
に
出
で
し
空
こ
そ
忘
ら
れ
ね
都
の
山
の
有
明
け
の

月
」「
937
都
に
て
月
に
あ
は
れ
を
思
ひ
し
は
数
に
も
あ
ら
ぬ
す
さ
び
な

り
け
り
」「
942
東
路
の
夜
半
の
眺
め
を
語
ら
な
ん
都
の
山
に
か
か
る
月

影
」）
も
、
実
朝
詠
に
は
無
縁
で
あ
る
。

こ
こ
で
秋
の
旅
を
終
わ
る
。
時
間
序
列
は
実
に
正
確
で
あ
る
。
旅
の

始
ま
り
か
ら
、
夕
暮
の
旅
愁
、
鹿
に
催
さ
れ
る
寂
寥
感
、
そ
し
て
月
を

友
と
し
て
過
ご
し
た
夜
へ
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。

ⅱ
冬

旅
宿
霜

523 
袖そ
で

枕ま
く
ら

霜し
も

置を

く
床と
こ

の
苔こ
け

の
上う
へ

に　

明あ

か
す
ば
か
り
の
小さ

よ夜
の

中
山

524
し
な
が
ど
り
猪ゐ

な名
野の

のゝ
原は
ら

の
笹さ
ゝ

枕ま
く
ら

　

枕ま
く
らの
霜し
も

や
宿ゝ
ど

る
月
影か
げ

季
節
は
冬
に
移
る
。
冬
の
旅
寝
に
冷
た
い
霜
が
降
り
る
。
523
番
歌
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定家所伝本『金槐和歌集』の旅歌

は
『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
二
8781
に
、「
御
集
、
旅
宿
霜
」
の
詞
書
で
載

る
。
歌
枕
「
小
夜
の
中
山
」
は
東
海
道
の
難
所
で
あ
る
。
寒
い
難
所
の

旅
寝
を
詠
ん
だ
歌
に
は
「
夜
な
夜
な
の
旅
寝
の
床
に
風
冴
え
て
初
雪
降

れ
る
小
夜
の
中
山
」（
千
載
・
羈
旅
歌
502
・
藤
原
実
行
）「
岩
が
根
の
床

に
嵐
を
片
敷
き
て
ひ
と
り
や
寝
な
む
小
夜
の
中
山
」（
新
古
今
・
羈
旅

歌
962
・
藤
原
業
清
）
な
ど
が
あ
る
が
、
実
朝
の
表
現
「
明
か
す
ば
か
り
」

は
新
鮮
。

続
け
て
524
番
歌
に
は
歌
枕
「
猪
名
野
」（
笹
原
で
有
名
）
が
詠
み
込

ま
れ
る
。「
猪
名
野
」
と
霜
を
詠
ん
だ
先
行
歌
に
は
、「
初
霜
は
降
り
に

け
ら
し
な
し
な
が
ど
り
猪
名
の
笹
原
色
変
る
ま
で
」（
新
後
拾
遺
・
冬

歌
483
・
藤
原
俊
成
）
が
あ
る
。
勅
撰
集
の
「
笹
枕
」
の
例
は
『
続
後
撰
集
』

以
降
に
8
例
を
み
る
の
み
。「
笹
枕
」
に
「
月
」
が
取
り
合
せ
ら
れ
る

歌
に
「
露
結
ぶ
野
原
の
庵
の
笹
枕
幾
夜
か
月
の
影
に
な
る
ら
む
」（
続

拾
遺
・
羈
旅
歌
682
・
平
時
村
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
猪
名
」
が
詠
み
こ

ま
れ
る
歌
に
「
笹
枕
猪
名
の
夜
半
に
仮
寝
し
て
故
郷
遠
き
月
を
見
る
か

な
」（
新
後
拾
遺
・
羇
旅
歌
906
・
道
成
法
師
）
が
あ
る
。

旅
歌

525
旅た
び
ね寝
す
る
伊い

せ勢
の
浜は
ま

荻を
ぎ

露つ
ゆ

な
が
ら　

結む
す

ぶ
枕ま
く
らに
宿や
ど

る
月
影か
げ

『
続
古
今
集
』
羈
旅
歌
892
に
「
旅
歌
中
に
」
の
詞
書
で
載
る
。
霜
の

笹
枕
に
月
が
宿
る
前
歌
に
並
べ
て
、
露
の
枕
に
月
が
宿
る
と
い
う
趣
向
。

浜
辺
の
旅
寝
を
詠
ん
だ
例
に
は
「
神
風
や
伊
勢
の
浜
荻
折
伏
せ
て
旅
寝

や
す
ら
む
荒
き
浜
辺
に
」（
新
古
今
・
覉
旅
歌
911
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

が
あ
る
。

旅
宿
時
雨

526 
旅た
び

の
空そ
ら

な
れ
ぬ
埴は
に
ふ生
の
夜よ
る

の
戸と

に　

侘わ

び
し
き
ま
で
に
漏も

る

時し
ぐ
れ雨
か
な

「
夜
の
戸
」
は
貞
享
本
で
は
「
夜
の
床
」
と
表
記
。
定
家
所
伝
本
を

底
本
に
し
た
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
『
金
槐
和
歌
集⑩

』
も
「
夜
の
床
」

と
表
記
、
誤
記
と
み
た
か
。『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
十
八
16935
に
「
御
集
」

の
詞
書
で
、
第
三
句
を
「
夜
の
床
」
と
表
記
し
て
載
る
。
埴
生
の
宿
の

寝
床
が
雨
に
濡
れ
る
状
況
を
詠
む
先
行
歌
に
「
彼
方
の
埴
生
の
小
屋
に

小
雨
降
り
床
さ
へ
濡
れ
ぬ
身
に
添
へ
吾
妹
」（
万
葉
・
巻
十
一
2691
・
作

者
未
詳
）
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
原
態
通
り
、「
夜
の
戸
」
と
と
る
。

勝
手
の
わ
か
ら
ぬ
粗
末
な
狭
い
小
屋
の
戸
か
ら
冬
の
雨
が
漏
れ
て
く
る

旅
寝
も
楽
で
は
な
い
。

屏
風
の
絵ゑ

に
山
家
に
松ま
つ

描か

け
る
所
に
旅た
び

人
数あ
ま
た多
あ
る
を
詠よ

め
る

527
ま
れ
に
来き

て
聞き

く
だ
に
悲か
な

し
山
賎が
つ

の　

苔こ
け

の
庵い
ほ
りの
庭に
は

の
松ま
つ
か
ぜ風

528 
ま
れ
に
来き

て
ま
れ
に
宿や
ど

借か

る
人
も
あ
ら
じ　

あ
は
れ
と
思お
も

へ
庭に
は

の
松ま
つ
か
ぜ風

冬
は
旅
寝
の
詠
が
続
い
た
が
、
屏
風
を
見
て
の
詠
に
転
じ
る
。「
ま

れ
に
来
て
」「
庭
の
松
風
」
を
繰
り
返
す
対
の
歌
。
屏
風
に
描
か
れ
る

わ
び
し
い
山
家
に
想
像
を
め
ぐ
ら
す
。

527
番
歌
と
歌
意
は
異
な
る
が
、
類
似
表
現
は
「
ま
れ
に
来
る
夜
半

も
悲
し
き
松
風
を
絶
え
ず
や
苔
の
下
に
聞
く
ら
む
」（
新
古
今
・
哀
傷
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796
・
藤
原
俊
成
）
に
み
え
る
。

528
番
歌
は
「
ま
れ
に
」
を
反
復
し
て
頭
韻
を
踏
む
。
下
の
句
は
「
幾

歳
の
春
に
心
を
尽
く
し
来
ぬ
あ
は
れ
と
思
へ
み
吉
野
の
花
」（
新
古
今
・

春
歌
下
100
・
藤
原
俊
成
）
と
同
じ
構
造
。

雪ゆ
き

降ふ

れ
る
山
の
中
に
旅た
び

人
（
臥
）
し
た
る
所

529 
片
敷
き
の
衣
手
い
た
く
冴
え
侘
び
ぬ　

雪ゆ
き

深ふ
か

き
夜よ

の
峰み
ね

の
松ま
つ
か
ぜ風

530
暁あ
か
月の
夢ゆ
め

の
枕ま
く
らに
雪ゆ
き

積つ

も
り　

我わ

が
寝ね

ざ覚
め
訪と

ふ
峰み
ね

の
松ま
つ
か
ぜ風

屏
風
歌
は
、
再
び
旅
寝
。
前
歌
二
首
の
「
庭
の
松
風
」
を
受
け
、「
峰

の
松
風
」
で
結
ぶ
対
の
二
首
。

529
番
歌
は
、
澄
み
冴
え
た
寒
気
と
松
風
が
「
琴
の
音
を
雪
に
調
ぶ
と

聞
こ
ゆ
な
り
月
冴
ゆ
る
夜
の
峰
の
松
風
」（
千
載
・
雑
歌
上
1002
・
道
性

法
親
王
）「
冴
え
行
け
ば
谷
の
下
水
音
絶
え
て
ひ
と
り
氷
ら
ぬ
峰
の
松

風
」（
続
拾
遺
・
冬
歌
425
・
藤
原
忠
良
）
に
通
じ
よ
う
。

530
番
歌
は
、
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
春
部
15
番
歌
「
梅
が
香

を
夢
の
枕
に
さ
そ
ひ
き
て
覚
む
る
待
ち
け
る
春
の
山
風
」
に
似
通
う
手

法
だ
が
、
雪
が
積
る
夜
に
旅
寝
を
し
て
峰
の
松
風
を
聞
く
状
況
の
先
行

歌
は
見
当
た
ら
な
い
。
後
代
の
歌
に
「
お
の
づ
か
ら
都
に
通
ふ
夢
を
さ

へ
ま
た
驚
か
す
峰
の
松
風
」（
続
拾
遺
・
雑
歌
上
1137
・
藤
原
基
平
）
が

あ
る
。

冬
も
深
く
、
雪
が
降
る
山
中
に
在
る
旅
人
の
心
境
を
詠
む
。

覉
中
雪

531 
旅た
び

衣ご
ろ
も

夜よ

は半
の
片か
た

敷し

き
冴さ

え
冴〳
え〵

て　

野の
な
か中
の
庵い
ほ
に
雪
降ふ

り
に
け
り

532
逢あ
ふ
さ
か坂
の
関せ
き

の
山や
ま

道み
ち

越こ

え
わ
び
ぬ　

昨き
の
ふ日
も
今け

ふ日
も
雪ゆ
き

し
積つ

も
れ
ば

533 
雪
降ふ

り
て
跡あ
と

は
はゝ
か
な
く
絶た

え
ぬ
と
も　

越こ
し

の
山や
ま

道み
ち

や
ま
ず
通か
よ

は
む

531
番
歌
の
類
似
表
現
に
「
さ
筵
に
夜
半
の
衣
手
冴
え
冴
え
て
初
雪
白

し
岡
の
辺
の
松
」（
新
古
今
・
冬
歌
662
・
式
子
内
親
王
）
が
み
え
る
。「
野

中
の
庵
」
に
は
「
何
と
な
く
見
る
よ
り
も
の
の
悲
し
き
は
野
中
の
庵
の

夕
暮
の
空
」（
拾
遺
愚
草
588
・
藤
原
定
家
）
の
よ
う
に
、
人
里
離
れ
た

さ
び
し
い
情
景
を
想
起
さ
せ
る
。
実
朝
歌
は
、
寒
い
冬
、
雪
降
る
庵
に

い
る
孤
愁
を
詠
む
。

532
番
歌
は
、「
山
の
峡
そ
こ
と
も
見
え
ず
お
と
つ
ひ
も
昨
日
も
今
日

も
雪
の
降
れ
れ
ば
」（
万
葉
・
巻
十
七
3946
・
紀
男
梶
）
に
下
の
句
の
構

造
が
似
る
。

533
番
歌
は
「
君
が
行
く
越
の
白
山
知
ら
ね
ど
も
雪
の
ま
に
ま
に
跡
は

訪
ね
む
」（
古
今
・
離
別
歌
391
・
藤
原
兼
輔
）
に
類
似
す
る
。

冬
の
旅
歌
は
、
527 

528
の
屏
風
歌
を
除
け
ば
、
531
番
歌
ま
で
が
す
べ
て

旅
寝
を
詠
む
。
旅
の
歌
で
あ
り
な
が
ら
動
き
が
な
く
、
冬
籠
り
の
感
が

強
い
。
532
番
歌
で
は
逢
坂
の
雪
の
山
道
を
越
え
わ
び
、
533
番
歌
は
越
の

山
道
の
地
名
に
ち
な
ん
で
越
え
よ
う
と
す
る
意
思
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
動
き
が
出
よ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
冬
の
旅
が
終
わ
る
。

ⅲ
春　

二
所
へ
詣ま
う

で
た
り
し
下
向
に
春は
る
さ
め雨
い
た
く
降ふ

れ
り
し
か
ば
よ
め
る

534
春は
る
さ
め雨
は
い
た
く
な
降ふ

り
そ
旅た
び

人
の　

道み
ち
ゆ
き行
衣
濡ぬ

れ
も
こ
そ
す
れ

（213）



13

定家所伝本『金槐和歌集』の旅歌

535 
春
雨さ
め

に
う
ち
そ
ぼ
ち
つ
つゝ
あ
し
ひ
き
の　

山
路ぢ

行ゆ

く
ら
む
山や
ま

人

や
誰た
れ

露
霜
、
時
雨
、
風
、
雪
に
難
儀
す
る
冬
か
ら
一
転
し
て
春
。
何
と
暖

か
く
、
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
。
題
詠
と
屏
風
歌
で
構
成
さ
れ
て

い
た
秋
冬
の
旅
か
ら
、
春
の
東
国
の
旅
は
実
詠
に
転
じ
る
。

534
番
歌
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
十
五
15576
に
「
二
所
へ
詣
で
た
り
し

下
向
に
春
雨
の
い
た
く
降
り
け
る
に
」
の
詞
書
で
載
る
。
同
語
句
は
先

行
歌
「
春
雨
は
い
た
く
な
降
り
そ
桜
花
ま
だ
見
ぬ
人
に
散
ら
ま
く
も
惜

し
」（
新
古
今
・
春
歌
下
110
・
山
部
赤
人
）「
音
に
聞
く
高
師
の
浦
の
あ

だ
波
は
か
け
じ
や
袖
の
濡
れ
も
こ
そ
す
れ
」（
金
葉
二
・
恋
部
下
469
・

一
宮
紀
伊
）
に
み
え
る
が
、
歌
意
は
実
朝
独
自
。

535
番
歌
は
「
あ
し
ひ
き
の
山
に
行
き
け
む
山
人
の
心
も
知
ら
ず
山
人

や
誰
」（
万
葉
・
巻
二
十
4294
・
舎
人
皇
子
）
に
学
ん
で
い
よ
う
。

歌
人
と
し
て
の
実
朝
の
姿
勢
は
、
基
本
的
に
鎌
倉
の
将
軍
で
は
な
く
、

後
鳥
羽
院
廷
臣
で
あ
っ
た⑪

。
京
を
中
心
と
し
た
詠
歌
姿
勢
で
定
家
所
伝

本
『
金
槐
和
歌
集
』
は
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
地
域
性
が
皆
無
な
わ

け
で
は
な
い
。
春
部
に
も
勝
長
寿
院
な
ど
の
実
朝
の
生
活
圏
が
垣
間
見

ら
れ
る
が
、
東
国
と
い
う
地
域
性
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
雑
部
で
あ
り
、

実
朝
の
面
目
躍
如
と
し
た
伸
び
や
か
な
和
歌
が
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
を
考
え
併
せ
る
と
、
旅
部
を
締
め
括
る
旅
に
、
実
朝
の
生
活

圏
を
選
ん
で
い
る
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。

二
所
詣
で
の
折
に
降
り
だ
し
た
春
雨
。
534
番
歌
は
、
ひ
ど
く
降
る
な

よ
、
道
中
着
が
濡
れ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
、
と
詠
み
、
535
番
歌
は
春

雨
に
濡
れ
な
が
ら
山
中
を
行
く
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
の
歌
に
は

「
春
雨
の
中
を
濡
れ
そ
ぼ
ち
な
が
ら
歩
み
行
く
山
人
を
仙
人
に
見
立
て

私
は
仙
人
を
見
た
の
で
は
な
い
か
と
、
侘
し
い
旅
路
で
気
持
ち
を
明
る

く
引
き
た
て
よ
う
と
し
て
興
じ
た
歌⑫

」、「
万
葉
の
句
法
を
借
り
て
い
る

が
、
一
首
は
箱
根
山
中
を
旅
す
る
者
の
弾
ん
だ
気
持
が
、
前
歌
よ
り
も

も
っ
と
端
的
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
四
、五
句
の
問
い
か
け
は
、
万
葉

の
本
歌
の
場
合
以
上
に
疑
問
法
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
の
歌
の

「
山
人
」
も
、
無
論
、
作
者
自
身
（
併
せ
て
、
伴
の
者
達
）
を
指
し
て

い
る
。「
私
は
誰
で
し
ょ
う
」
と
い
う
あ
の
心
理
で
あ
る⑬

。」
等
、
様
々

な
解
釈
を
許
容
す
る
。
侘
し
い
旅
路
と
い
う
よ
り
は
、
春
雨
の
旅
の
光

景
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
る
風
情
で
あ
り
、「
山
人
」
は
、
実
朝
自

身
と
い
う
よ
り
、
遠
景
の
人
物
と
も
と
れ
る
。
春
雨
に
濡
れ
る
こ
と
を

厭
う
実
朝
一
行
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
頓
着
せ
ず
山
を
行
く
人
の

対
照
と
も
と
れ
よ
う
。
想
像
を
楽
し
ま
せ
る
一
首
で
あ
る
。

Ⅲ
季
節
の
配
分
と
部
立
の
連
鎖

旅
部
が
、
春
に
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
秋
に
始
ま
り
春
に
終
る
の
は

偶
然
で
は
な
い
。

定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
は
和
歌
と
和
歌
を
連
鎖
し
つ
つ
配
列

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
部
立
と
部
立
の
連
鎖
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
得
る
。
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冒
頭
3
首
が
と
り
わ
け
恋
の
情
趣
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
を
看
過
で
き

な
い
。
旅
部
の
直
前
に
位
置
す
る
の
は
恋
部
で
あ
る
。
い
き
な
り
異
質

の
詠
を
配
す
る
の
で
は
な
く
、
冒
頭
部
に
は
旅
愁
に
恋
の
情
趣
も
漂
わ

せ
て
、
滑
ら
か
に
連
結
さ
せ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
ら
に
、
旅
部
末
尾
の
春
の
季
節
は
、
次
に
位
置
す
る
雑
部
の
連
結

す
る
の
で
あ
る
。
雑
部
に
は
冒
頭
歌

海
辺
立
春
と
い
ふ
事
を
よ
め
る

536 
塩し
ほ
が
ま釜
の
浦う
ら

の
松ま
つ
か
ぜ風
霞か
す

む
な
り　

八や
そ
し
ま

十
島
か
け
て
春は
る

や
立た

つ
ら
む

に
始
ま
る
明
る
い
雑
春
の
世
界
が
展
開
す
る
。

Ⅳ
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
旅
部
の
特
徴

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
旅
部
は
、

周
到
に
季
節
が
配
分
さ
れ
、
和
歌
と
和
歌
が
連
鎖
し
て
配
列
さ
れ
、
恋

部
か
ら
旅
部
へ
、
旅
部
か
ら
雑
部
へ
と
、
前
後
の
部
立
に
も
関
連
付
け

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

曾
曾
祖
父
・
義
家
、
父
・
頼
朝
の
羈
旅
歌
に
必
ず
詠
み
込
ま
れ
た
歌

枕
だ
が
、
実
朝
歌
に
は
多
く
は
な
い
。
24
首
中
、「
小
夜
の
中
山
」（
523
）

「
猪
名
野
」（
524
）「
伊
勢
」（
525
）「
逢
坂
」（
532
）「
越
」（
533
）
の
5
例

に
と
ど
ま
る
。
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
で
は
、
歌
枕
が
む
し
ろ

旅
歌
以
外
で
縦
横
に
詠
み
込
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

勅
撰
集
の
離
別
・
別
に
相
当
す
る
、
旅
人
と
残
る
者
と
の
別
れ
の
場

面
、
そ
の
心
情
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
旅
人
の
内
面
に
終
始
す
る
。
旅
が

辛
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
は
踏
襲
さ
れ
、
と
り
わ
け
529
番
歌
531

番
歌
に
顕
著
な
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
る
。
孤
独
・
寂
寥
・
愁
思
・
旅
愁
と
い
う
旅
の
情
趣
を
表
現
す
る
伝

統
は
充
分
に
咀
嚼
さ
れ
、
自
在
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
旅
が
内
面
で
造

型
さ
れ
た
心
象
と
し
て
表
出
さ
れ
る
点
は
、
中
央
歌
壇
の
歌
人
た
ち
に

共
通
す
る
が
、
実
朝
に
は
都
回
帰
の
姿
勢
は
な
い
。
先
行
の
羈
旅
歌
を

学
び
つ
つ
都
回
帰
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
。

秋
に
始
ま
り
、
冬
を
経
て
春
に
終
る
構
成
に
は
歌
数
も
配
慮
さ
れ
、

秋
の
旅
と
冬
の
旅
の
配
分
は
同
数
の
11
首
、
春
の
旅
2
首
。
春
の
旅
に

い
た
る
ま
で
は
題
詠
と
屏
風
歌
で
構
成
さ
れ
る
。
東
国
を
舞
台
に
し
て

詠
歌
内
容
が
一
転
す
る
実
詠
の
春
の
旅
の
配
置
は
実
に
効
果
的
な
末
尾

で
あ
る
。

４
、
お
わ
り
に

京
の
歌
壇
か
ら
遠
く
に
在
っ
て
、
独
学
で
和
歌
を
学
ん
だ
実
朝
は
、

羈
旅
歌
が
部
立
と
し
て
定
着
し
た
『
千
載
集
』、
続
く
『
新
古
今
集
』

の
時
代
の
息
吹
を
受
け
て
育
っ
た
。
し
か
し
、
東
国
に
在
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
。
ま
た
一
方
、
東
国
に
在
れ
ば
こ
そ
の
新
し
さ
を
生
む
可

能
性
も
あ
る
。
以
上
に
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
旅
部
に
も
見
出
せ
る
。

旅
と
は
、
王
朝
人
に
と
っ
て
は
、
都
を
出
て
都
に
帰
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
中
央
か
ら
周
辺
へ
、
周
辺
か
ら
中
央
へ
と
い
う
旅
の
行
程
ゆ
え
、
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歌
枕
が
生
き
て
く
る
。
実
詠
で
あ
ろ
う
と
題
詠
で
あ
ろ
う
と
、
勅
撰
集

を
は
じ
め
と
し
た
和
歌
や
、
京
の
中
央
歌
壇
に
あ
る
歌
人
た
ち
の
旅
の

詠
に
、
そ
れ
は
自
明
の
事
と
し
て
潜
在
し
て
い
る
。
旅
の
心
象
に
は
共

通
す
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
共
通
項
は
、
東
国
し
か
知
ら
ぬ
実
朝
に
は
な

い
。
歌
人
と
し
て
の
実
朝
の
姿
勢
は
、
将
軍
で
は
な
く
、
後
鳥
羽
院
廷

臣
で
あ
り
、
京
の
視
点
か
ら
詠
ず
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
実
朝
の
空

間
認
識
は
京
の
歌
人
と
同
じ
で
は
な
い
。
東
国
か
ら
出
る
こ
と
の
な

か
っ
た
実
朝
に
は
旅
の
出
発
点
も
帰
着
点
も
な
い
。
歌
枕
訪
問
の
姿
勢

が
稀
薄
で
あ
り
、
都
回
帰
が
皆
無
な
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

末
尾
歌
2
首
の
実
景
歌
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
別
世
界
を
見
せ
て
明
る

く
開
け
る
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
東
国
を
舞
台
に
し
た
地
域
性
と
言
い
、

謎
め
い
た
最
終
歌
と
言
い
、
実
朝
な
ら
で
は
の
伸
び
や
か
さ
を
感
じ
さ

せ
る
安
定
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
春
雨
の
詠
で
あ
る
。

本
論
冒
頭
に
掲
げ
た
曾
曾
祖
父
・
義
家
、
父
・
頼
朝
の
羈
旅
歌
に
比

す
る
と
き
、
実
朝
の
独
自
性
は
さ
ら
に
浮
き
彫
り
に
な
ろ
う
。

（
教
授　

日
本
文
学
）

注
① 

本
論
中
の
勅
撰
集
の
和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）

に
拠
り
、
私
に
表
記
す
る
。

② 

安
田
徳
子
『
中
世
和
歌
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